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◆おやつタイム◆

～みんなで食べるとおいしいね～

第５章 基本目標達成のための施策と展開

施策１ 確かな学力を育む教育の推進

１．幼児教育の充実

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 保 護 者 の 就 労 状 況 に関 わ ら ず 、 安 心 し て 教 育・ 保 育 を 利 用 し て い ま す 。

○ 子 ど も 一 人 一 人 の 成 長 と 保 護 者 ニ ー ズ に 応 じ た 適 切 な 支 援 を 受 け て い

ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

幼 児 教 育 を 充 実 さ せ る た め 、 子 ど も に と っ て 望 ま し い 集 団 活 動 を 実

践 で き る 教 育 ・ 保 育 環 境 を 整 備 す る 必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 特 色 あ る

幼 児 教 育 の 実 施 や 預 か り 保 育 の 充 実 、 家 庭 教 育 支 援 な ど 、 子 ど も 一 人

一 人 の 成 長 と 保 護 者 ニ ー ズ に 応 じ た 適 切 な 支 援 を 行 う こ と が 必 要 で す 。

保 護 者 の 就 労 状 況 に 関 わ り な く 教 育 ・ 保 育 の 両 方 を 受 け る こ と が で

き る 「 認 定こ ど も 園 」 へ の 移 行 を 推進 し ま す 。

資料６
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◆夏の花壇づくり◆

～ 大きくきれいに咲いてね ～

◆ 施策の展開 ◆

１ 多様な保育ニーズに応じた教育・保育の提供

教 育 ・ 保 育 の 質 の 向 上 を 図 る と と も に 、 多 様 化 ・ 複 雑 化 す る 保 育 ニ

ー ズ に 対 応 す る た め 、 民 間 活 力 も 活 用 し な が ら 、 延 長 保 育 の 実 施 園 の

拡 大 や 年 度 途 中 入 所 、 一 時 預 か り 事 業 な ど に 対 し て 柔 軟 に 対 応 で き る

体 制 を 整 備し ま す 。

２ 認定こども園への移行

認 定 こ ど も 園 化 に つ い て 情 報 収 集 し 、 私 立 保 育 園 へ の 情 報 提 供 を 図

る と と も に、 公 立 保 育 園 に つ い て は、 平 成 30 年 度 に住 吉 保 育 園 、 平

成 31 年 度 に 経 田 保 育 園 の 認定 こ ど も 園 化 を 目 指し ま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 平 成 ２ ７ 年度 実 績 平 成 ３ ２ 年度 目 標

・認 定 こ ども 園 へ の 移

行 保 育 園 数（ 公 立 ）
０ 園 ２ 園

・認 定 こ ども 園 へ の 移

行 保 育 園 数（ 私 立 ）
０ 園 ６ 園
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２．学力向上の取組

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 児 童 生 徒 は 意 欲 的 に学 習 に 取 り 組 み 、 確 か な学 力 が 身 に 付 い て い ま す 。

○ 児 童 生 徒 が 学 習 に 取り 組 む た め の 教 育 支 援 体制 が 充 実 し て い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

児 童 生 徒 の 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 及 び 技 能 の 確 実 な 習 得 を 図 り 、 自

ら 考 え 、 判断 し 、 様 々 な 問 題 を 解 決す る 力 の 育 成に 努 め ま す 。

ま た 、 一 人 一 人 の 教 員 が 資 質 を 高 め 、 魅 力 あ る 授 業 を 展 開 で き る よ

う 、 教 育 力の 向 上 を 目 指 し ま す 。

◆ 施策の展開 ◆

１ 学力向上プラン研究授業の推進

① 「 魚 津 っ 子 の 学 び 向 上 委 員 会 」 を 組 織 し て 、 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調

査 や 各 種 学 力 調 査 の 累 積 し た 集 計 結 果 を 総 合 的 に 調 査 ・ 分 析 し 、 課 題

の 把 握 と 解 明 に 向 け た 研 究 ・ 共 通 実 践 を 進 め ま す （ 学 力 向 上 講 演 会 、

授 業 改 善 研修 会 、 公 開 授 業 、 成 果 発表 会 の 開 催）。

② 標 準 学 力 調 査 を 実 施 し 、 学 級 や 個 々 の 検 証 ・ 分 析 を 行 い 、 よ り 効 果

的 な 指 導 の研 究 を 進 め ま す 。

２ 学習支援員等による学習サポート環境の整備

① 学 習 の 支 援 が 必 要 な 児 童 生 徒 に 対 し て き め 細 か な 指 導 を 行 う た め

学 習 支 援 員や ALT、 外 国 語 活 動 指 導員 の 配 置 を 充実 し ま す 。
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② 児 童 生 徒 が 言 語 を 学 び 、 感 性 を 磨 き 、 表 現 力 を 高 め 、 想 像 力 を 豊

な も の に す る た め 、 学 校 図 書 館 司 書 の 配 置 を 充 実 す る と と も に 、 図 書

管 理 や 図 書環 境 の 向 上 を 図 り 読 書 活動 を 推 進 し ます 。

３ 家庭学習の定着と充実
  

保 護 者 用 リ ー フ レ ッ ト 「 家 庭 学 習 の す す め 」 を 全 家 庭 に 配 布 し 、 学

校 と 家 庭 が 連 携 し な が ら 児 童 生 徒 の 学 習 意 欲 を 高 め 、 家 庭 学 習 の 習 慣

化 と 定 着 を図 り ま す 。

４ 教員の資質向上
  

① キ ャ リ ア に 応 じ た 研 修 を 充 実 さ せ 、 教 員 と し て の 高 い 専 門 性 や 指 導

力 等 の 資 質向 上 を 図 り ま す 。

② 大 学院や 専 門 機 関 へ の 派 遣 研 修 を 推 進 し て 教 員 の 資 質 向 上 を 図 る と

と も に 、 本市 教 育 の 振 興 に 努 め ま す。

５ ＩＣＴ環境の整備・充実

コ ン ピ ュ ー タ や 書 画 カ メ ラ 、 電 子 黒 板 等 の 教 育 環 境 を 整 備 し 、 学 習

意 欲 の 向 上や 知 識 及 び 技 能 の 定 着 を図 り ま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数値目標項目 平成２６年度実績 平成３２年度目標

・ 学 習 の 達 成 状 況
小 学 校 １ ０ １ ．０ ％ 小 学 校   １ ０ ２ ． 0％

中 学 校 ９ ２ ． ３ ％ 中 学 校       １ ０ ０ ． ０ ％

・授 業 内 容 が よ く 分 か る と 答 え

た 児 童 生 徒 の 割 合

小 学 校
国 語 ２ ８ ％

小 学 校
国 語 ４ ０ ％

算 数 ４ ０ ％ 算 数 ５ ０ ％

中 学 校
国 語 ２ ２ ％

中 学 校
国 語 ３ ０ ％

数 学 ４ ３ ％ 数 学 ５ ０ ％

・家 庭 学 習 時 間 が 平 日 １ 時 間 以

上 の 児 童 生 徒 の 割 合

小 学 校 ６ ２ ． ４ ％ 小 学 校 ６ ５ ． ０ ％

中 学 校 ５ ４ ． ２ ％ 中 学 校 ６ ０ ． ０ ％

・読 書 時 間 ３ ０ 分 以 上 の 児 童 生

徒 の 割 合

小 学 校 ４ １ ． ９ ％ 小 学 校 ５ ０ ． ０ ％

中 学 校 ２ ７ ． ７ ％ 中 学 校 ３ ５ ． ０ ％
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３．特別支援教育の充実

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 学 校 と 家 庭 、 関 係 機 関 が 連 携 し な が ら 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー ズ に 応 じ

た 教 育 や 支援 を 行 い 、 自 立 と 社 会 参加 で き る 人 間を 育 成 し て い ま す 。

○ 特 別 支 援教 育 推 進 の た め の 人 的 、物 的 環 境 が 整備 さ れ て い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

共 生 社 会 の 形 成 に 向 け た イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム 構 築 の た め の

動 向 を 踏 ま え 、 特 別 な 支 援 を 要 す る 幼 児 や 児 童 生 徒 一 人 一 人 の 教 育 的

ニ ー ズ を 把 握 し 、 学 習 上 又 は 生 活 上 の 困 難 を 克 服 し 、 自 立 と 社 会 参 加

を 進 め る ため 、 適 切 な 指 導 や 必 要 な支 援 を 行 い ます 。

◆ 施策の展開 ◆

１ 一人一人のニーズに応じた教育内容の充実

幼 稚 園 や 小 中 学 校 が 作 成 す る 「 個 別 の 指 導 計 画 」 に 基 づ い て 、 関 係

機 関 と 連 携し な が ら 、 一 貫 し た 支 援を 行 い ま す 。

２ 教育環境の整備

① 各 学 校 に お い て 特 別 支 援 教 育 コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 中 心 と し た 校 内 支

援 体 制 の 整備 を 行 い ま す 。

② 特 別 な 支 援 が 必 要 な 児 童 生 徒 に 対 し て き め 細 か な 指 導 を 行 う た め 、

特 別 支 援 ス タ デ ィ ー メ イ ト の 配 置 を 充 実 し て い き ま す 。 ま た 、 特 別 支

援 ス タ デ ィー メ イ ト の 質 の 向 上 を 目指 し 、 研 修 会を 開 催 し ま す 。

３ 指導・支援の充実

① 発 達 障 が い や 知 的 障 が い 等 の 児 童 生 徒 に 対 す る 支 援 の あ り 方 に つ い

て 理 解 を 深め る た め に 、 教 職 員 の 研修 会 の 充 実 を図 り ま す 。
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◆スタディーメイト◆

② 専 門 的 な 知 識 ・ 技 能 を 身 に 付 け る た め 、 特 別 支 援 学 校 と の 交 流 や 研

修 を 積 極 的に 推 進 し ま す 。

４ 教育相談の充実

月 １ 回 の 「 に こ に こ 相 談 会 」 を 継 続 す る な ど 、 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ

ー ズ に 応 じ た 適 切 な 指 導 や 必 要 な 支 援 を 行 え る よ う に 、 就 学 相 談 等 の

充 実 を 図 りま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 平 成 ２ ６ 年度 実 績 平 成 ３ ２ 年度 目 標

・特 別 な 支 援 を 要 す る 児 童 生 徒

の「 個 別 の 指 導 計 画 」を 作 成 し

た 割 合
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施策 ２ 豊かな心を育む教育の推進

１．豊かな心の育成

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 自 分 の良 さ や 可 能 性 に 気 づ き 、他 人 を 思 い やる 心 が 育 ま れ て い ま す 。

○ 気 持 ち の 良 い 挨 拶 や 返 事 が で き 、 誰 と で も 仲 良 く 助 け 合 い 、 時 と 場 に

応 じ た 行 動が で き ま す 。

○ ふ る さ と の 自 然 や 文 化 、 歴 史 に 親 し み 、 郷 土 へ の 愛 着 と 誇 り を も つ 心

が 育 ま れ てい ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

規 範 意 識 や 公 共 心 を 身 に 付 け 、 生 命 や 人 権 を 尊 重 す る 態 度 や 豊 か な

人 間 性 を 育む た め に 、 様 々 な 教 育 活動 の 充 実 を 図り ま す 。

児 童 生 徒 の 成 就 感 や 自 己 肯 定 感 を 高 め る た め に 多 様 な 自 己 実 現 の 機

会 を 設 け ます 。

◆ 施策の展開 ◆

１ 道徳教育の充実

学 習 指 導 要 領 に 基 づ い て 道 徳 教 育 の 全 体 計 画 を 作 成 し 、 道 徳 の 時 間

や 特 別 活 動を 中 心 に 教 育 活 動 全 体 を通 し て 道 徳 教育 を 推 進 し ま す 。

２ 生徒指導の充実

① い じ め や 不 登 校 に つ い て 、 日 頃 か ら 児 童 生 徒 の 観 察 に 努 め る と と

も に 、 定 期 的 に 調 査 を 行 い 実 態 把 握 に 努 め ま す 。 ま た 、 魚 津 市 い じ

め 防 止 基 本方 針 に 基 づ き 、い じ め 撲 滅 に 向 け て の取 組 を 推 進 し ま す。

② 市 教 育 セ ン タ ー 内 の 適 応 指 導 教 室 「 す ま い る 」 に 、 支 援 員 を 配 置

し 、 様 々 な 問 題 を 抱 え て い る 児 童 生 徒 の 自 立 支 援 や 保 護 者 等 の 教 育

相 談 を 行 い ま す 。 ま た 、 学 校 に ス ク ー ル ア ド バ イ ザ ー を 派 遣 し 、 教
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員 や 保 護 者の 相 談 に 対 応 し ま す 。

③ 学 級 運 営 の 改 善 や 児 童 生 徒 が 楽 し い 学 校 生 活 を 送 る た め 「 Q-U」

調 査 を 実 施し 、 そ の 効 果 的 な 活 用 につ い て 研 修 会を 開 催 し ま す 。

④ 「 魚 津 市 子 ど も 会 議 」 を 開 催 し て 、 他 者 を 思 い や り 支 え 合 う 心 の

育 成 や 人 権 教 育 の 充 実 を 図 る と と も に 、 自 浄 能 力 の あ る 学 校 づ く り

に 努 め ま す。

⑤ 幼 稚 園 や 小 中 学 校 に お け る 授 業 公 開 や 合 同 研 修 会 を 行 い 、 連 携 の

強 化 や 教 育の 一 貫 性 を 図 り ま す 。

３ いのちの教育の推進

一 人 一 人 の 自 尊 感 情 を 高 め 、 自 他 の 命 が か け が え の な い も の で あ る

こ と を 実 感 す る た め 、 各 学 校 に お い て 助 産 師 等 の 専 門 家 や 「 メ ッ セ ー

ジ カ ー ド 」を 活 用 す る な ど 「 い の ちの 教 育 」 を 推進 し ま す 。

  ♢ い の ち の 教 育 ♢

      ～１０代と赤ちゃん出会い事業～

   １ ０代 の 児 童 生 徒 が 助 産 師 や保 健 師 か ら 妊娠 や 出 産 、 育 児 に つ

い て 話 を 聴き 学 習 し ま す 。 赤 ち ゃ んや 赤 ち ゃ ん のお か あ さ ん と の

ふ れ あ い 、家 庭 や 結 婚 の 良 さ や 育 児の 大 切 さ を 実感 す る こ と を 目

的 と し て いま す 。

                    ～ 中学 生 の 感 想 か ら ～

                   ・ 自 分 に も 赤 ち ゃ ん の 時 が あ っ て

                        沢 山 の 人 に 支 え ら れ て 今 生 き て い

る こ と が 分 か り ま し た 。

・ 赤 ち ゃ ん と の 触 れ 合 い は 緊 張 し

た け ど 、 自 分 の 目 を 見 て 笑 っ て く

れ る 顔 を 見 た ら 幸 せ な 気 持 ち に な

り ま し た 。

         



- 9 -

４ 交流教育の推進

学 校 の 教 育 活 動 全 体 を 通 じ て 、 交 流 及 び 共 同 学 習 に 計 画 的 、 組 織 的

に 取 り 組 み 、 障 が い の あ る 児 童 生 徒 と 障 が い の な い 児 童 生 徒 が 、 互 い

に 理 解 を 深め 、 共 に 生 き よ う と す る心 や 態 度 を 育み ま す 。

５ ふるさと教育の推進

① 規 範 意 識 や 社 会 性 を 高 め 自 分 の 生 き 方 を 考 え る 機 会 と し て 、 中 学

校 ２ 年 生 が 地 域 で 職 場 体 験 を 行 う 、 社 会 に 学 ぶ 「 １ ４ 歳 の 挑 戦 」 を

実 施 し ま す。

② 博 物 館 と 連 携 し た ふ る さ と 発 見 バ ス に よ る 地 域 見 学 の 実 施 や 歴 史

副 読 本 「 わ た し た ち の 魚 津 」、「 魚 津 の 歴 史 読 本 」 を 刊 行 す る な ど 、

郷 土 の 歴 史や 文 化 に 対 す る 理 解 を 深め ま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項 目 平 成 26 年 度 実 績 平 成 32 年 度 目 標

・不 登 校 の 児 童 生 徒 の 出 現 率
小 学 校 ０ ． ５ １ ％ 小 学 校 ０ ． ３ ％

中 学 校 １ ． ８ ５ ％ 中 学 校 １ ． ５ ％

い じ め 認 知 件 数

（ 千 人 あ た り ）

小 学 校 ９ ． ２ 件 小 学 校 ５ 件

中 学 校 ７ ． ５ 件 中 学 校 ５ 件

・学 校 が 楽 し い と 答 え た 児 童

生 徒 の 割 合

小 学 校 ５ ６ ． ８ ％ 小 学 校 ６ ０ ％

中 学 校 ３ ９ ． ７ ％ 中 学 校 ４ ５ ％

・人 の 気 持 ち が 分 か る 人 間 に

な り た い と 答 え た 児 童 生 徒

の 割 合

小 学 校 ７ ２ ． ３ ％ 小 学 校 ８ ０ ％

中 学 校 ８ １ ． ７ ％ 中 学 校 ８ ５ ％
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２．家庭・地域との連携

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 児 童 生 徒 が 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連 携 ・ 協 力 の も と 、 基 本 的 な 社 会 性

や 豊 か な 人間 性 を 身 に 付 け て い ま す。

○ 家 庭 や 地 域 へ の 積 極 的 な 情 報 発 信 や 学 校 開 放 等 、 開 か れ た 学 校 づ く り

が 行 わ れ てい ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

学 校 と 家 庭 、 地 域 が 連 携 し 、 様 々 な 教 育 活 動 を 通 し て 地 域 全 体 で 児

童 生 徒 の 豊か な 心 を 健 や か に 育 み ます 。

保 護 者 や 地 域 住 民 の 学 校 行 事 や 授 業 参 観 へ の 参 加 は も ち ろ ん の こ と 、

ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー と し て 参 画 を 要 請 し な が ら 、 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が

連 携 を 密 にし て 信 頼 さ れ る 学 校 づ くり に 努 め ま す。

◆ 施策の展開 ◆

１ 開かれた学校づくりの推進

① 積 極 的 に 学 校 開 放 を 進 め る と と も に 、 各 種 便 り や 学 校 ホ ー ム ペ ー

ジ 等 に よ る広 報 活 動 に 取 り 組 み ま す。

② 学 校 教育 に 地 域 の 資 源 や 教 育 力の 活 用 を 推 進し ま す 。

③ 地 域 の 伝 統 的 行 事 や 伝 承 文 化 の 継 承 等 に 参 加 し 、 特 色 あ る 学 校 づ

く り を 行 いま す 。

④ ア ン ケ ー ト 調 査 や 学 校 評 議 会 を 通 し て 、 家 庭 や 地 域 の 意 見 を 広 く

聴 取 し 、 学校 経 営 の 改 善 に 生 か し ます 。

２ 家庭教育の充実

親 学 び 講 演会 や 教 員 用 、家 庭用 の リ ー フ レ ッ ト「 家 庭 学 習 の 手 引 き」

の 活 用 な どを 通 し て 、 家 庭 教 育 の 定着 や 充 実 を 図り ま す 。
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◆金山谷の獅子舞◆ ◆田植え体験活動◆

３ 地域活動の推進

① 地 域 で行 う 体 験 活 動 を 推 進 し ます 。

② 地 域 行 事 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど 社 会 体 験 活 動 の 機 会 を 広 げ ま す 。

③ 通 学 路 の 安 全 確 保 を 第 一 に 、 登 下 校 の 子 ど も 見 守 り 活 動 を 推 進 し

ま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項 目 平 成 26 年 度 実 績 平 成 32 年 度 目 標

・授 業 参 観 や 学 校 行 事 に 参 加 し

て い る と 答 え た 保 護 者 の 割 合

小 学 校 ６ ９ ．６ ％ 小 学 校 ７ ５ ．０ ％

中 学 校 ３ ４ ． １ ％ 中 学 校 ４ ０ ．０ ％

・地 域 の 行 事 に 参 加 し て い る と

答 え た 児 童 生 徒 の 割 合

小 学 校 ３ ５ ．５ ％ 小 学 校 ４ ０ ．０ ％

中 学 校 ２ ０ ． ６ ％ 中 学 校 ２ ５ ．０ ％

・学 校 や 児 童 生 徒 の 様 子 が 分 か

る と 答 え た 保 護 者 の 割 合

小 学 校 ４ ２ ．３ ％ 小 学 校 ５ ０ ．０ ％

中 学 校 ２ ３ ． ９ ％ 中 学 校 ３ ０ ． ０ ％



- 12 -

施策 ３ 健やかな体を育む教育の推進

１．望ましい生活習慣の育成

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 「 早 寝 早 起 き 朝 ご は ん 」 が 定 着 し 、 望 ま し い 食 生 活 等 の 生 活 習 慣 が 身

に 付 い て いま す 。

○ 自 主 的 に 生 活 の 目 標 や 計 画 を 立 て て 、 規 則 正 し い 生 活 を 送 る こ と が で

き ま す 。

○ マ ナ ーや ル ー ル を 守 っ て 、 情 報機 器 を 活 用 して い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

学 校 と 家 庭 、 地 域 が 連 携 し 、 子 ど も た ち の 望 ま し い 生 活 習 慣 の 定 着

に 向 け た 取り 組 み を 進 め ま す 。

連 携 を 密 にし て 信 頼 さ れ る 学 校 づ くり に 努 め ま す。

◆ 施策の展開 ◆

１ 望ましい生活習慣の定着

① 市 や 校 内 保 健 委 員 会 に よ る 「 早 寝 早 起 き 朝 ご は ん 」 運 動 や 挨 拶 運

動 等 、 家 庭へ の 規 則 正 し い 生 活 の 啓発 活 動 を 行 いま す 。

② イ ン タ ー ネ ッ ト や ゲ ー ム 機 、 ス マ ー ト フ ォ ン 等 の 正 し い 使 用 法 や

危 険 性 に つ い て 理 解 を 深 め る た め 、 情 報 モ ラ ル 教 育 の 充 実 と 啓 発 に

努 め ま す 。

③ 個 人 情 報 の 取 り 扱 い や ネ ッ ト ワ ー ク 上 の マ ナ ー の 指 導 等 に つ い て 、

教 員 研 修 の 充 実 を 図 り 、 情 報 モ ラ ル に 対 す る 指 導 力 の 向 上 に 努 め ま

す 。
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２ 食育の推進

魚 津 市 食 育 推 進 計 画 に 基 づ い て 、 栄 養 教 諭 に よ る 食 育 の 充 実 や 地 場

産 食 材 を 利 用 し た メ ニ ュ ー コ ン テ ス ト の 実 施 な ど 、 親 子 の コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を図 る 事 業 に 取 り 組 み ま す。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項 目 平 成 26 年 度 実 績 平 成 31 年 度 目 標

・朝 食 を 毎 日 食 べ る 児 童 生 徒 の

割 合

小 学 校 ８ ９ ．３ ％ 小 学 校 ９ ３ ． ０ ％

中 学 校 ９ １ ．８ ％ 中 学 校 ９ ４ ． ０ ％

・普 段 １ 時 間 以 上 イ ン タ ー ネ ッ

ト や ゲ ー ム を す る 児 童 生 徒 の

割 合

小 学 校 ５ ４ ．４ ％ 小 学 校 ５ ０ ． ０ ％

中 学 校 ５ ５ ．３ ％ 中 学 校 ５ ０ ． ０ ％

・子 供 が 規 則 正 し い 生 活 を し て

い る と 答 え た 保 護 者 の 割 合

小 学 校 ３ ７ ．１ ％ 小 学 校 ４ ５ ． ０ ％

中 学 校 ３ ４ ．２ ％ 中 学 校 ４ ０ ． ０ ％

     

「 食 育 」と は、「 様 々 な 経 験 を

通 じ て「 食 」に 関 す る 知 識と「 食」

を 選 択 す る 力 を 習 得 し 、 健 全 な

食 生 活 を 実 践 す る こ と が で き る

人 間 を 育 て る こ と 」 と さ れ て い

ま す 。

本 市 で は 、 豊 か な 地 域 資 源 を

活 か し な が ら 、 家 庭 、 学 校 、 地

域 が 一 体 と な り 、 市 と し て 「 食

育 」 を 総 合 的 に 推 進 し て い く た

め 、 平 成 ２ ４ 年 ３ 月 に 「 魚 津 市

食 育 推 進 計画 」を 策 定 し ま し た。 ◆栄養教諭による食育指導◆

♢ 魚津市食育推進計画 ♢
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２．子どもの体力向上

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 子 ど も た ち が 自 ら 進 ん で 運 動 や ス ポ ー ツ の 実 施 、 体 力 の 向 上 に 取 り 組

ん で い ま す。

○ 子 ど も た ち は 幼 児 期 か ら 運 動 に 取 り 組 む 機 会 が あ り 、 生 涯 に わ た っ て

運 動 に 親 しむ こ と が で き る 環 境 が 整っ て い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

体 力 ・ 運 動 能 力 調 査 等 の 結 果 分 析 を も と に 授 業 改 善 を 進 め 、 体 力 向

上 を 図 る と と も に 、 子 ど も た ち が 自 ら 進 ん で 運 動 や ス ポ ー ツ に 取 り 組

み 、 健 全 に成 長 す る よ う 努 め ま す 。

ま た 、 子 ど も が 小 さ な 頃 か ら 多 種 多 様 な ス ポ ー ツ に 親 し む こ と が で

き る よ う に 、 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ や ス ポ ー ツ 少 年 団 等 の 関 係 機

関 ・ 団 体 や 地 域 、 家 庭 と 連 携 し 、 市 民 ス ポ ー ツ 活 動 の 育 成 ・ 支 援 に 努

め ま す 。

◆ 施策の展開 ◆

１ 学校等における体力向上の取り組みの推進

① 体 力 ・ 運 動 能 力 調 査 の 結 果 等 の 分 析 を も と に 各 学 校 で 子 ど も の 体

力 向 上 の 課 題 と 目 標 を 明 ら か に し て 、 授 業 の 改 善 、 業 間 活 動 や 体 育

的 行 事 等 、 各 校 の 実 態 に 応 じ た 特 色 あ る 体 力 向 上 の 取 り 組 み を 推 進

し ま す 。

② 体 力 つ く り ノ ー ト 「 み ん な で チ ャ レ ン ジ ３ ０ １ ５ 」 を 積 極 的 に 活

用 し 、 目 標 を 持 っ て 意 欲 的 に 体 力 つ く り が で き る よ う 、 関 係 機 関 と

連 携 を 図 って い き ま す 。

③ 幼 児 の 体 力 の 現 状 を 把 握 し 、 遊 び な が ら 出 来 る 運 動 プ ロ グ ラ ム の

提 供 に よ り、 幼 児 期 か ら の 体 力 向 上を 図 り ま す 。
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◆武道合同稽古始◆ ◆みんなでチャチャチェ◆

２ 地域や家庭と連携した学校体育・スポーツの推進

  及び部活動の活性化

① ス ポ ー ツ 少 年 団 を は じ め と す る 地 域 の ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 情 報 を 発

信 し 、 加 入 の 促 進 に 協 力 し 、 子 ど も た ち の ス ポ ー ツ の 機 会 の 充 実 に

努 め ま す 。

② 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 、 体 育 協 会 等 と の

連 携 に よ り 、 地 域 の ス ポ ー ツ 人 材 を 体 育 授 業 や 部 活 動 等 へ 派 遣 す る

な ど 、地 域 の ス ポ ーツ 人 材 の 活 用 を 推 進 す る 体 制の 整 備 に 努 め ま す。

③ 子 ど も た ち の 体 力 向 上 は も と よ り 、 子 ど も た ち が 元 気 に 活 動 す る

た め の 基 礎 と な る 望 ま し い 生 活 習 慣 や 食 習 慣 を 身 に 付 け る た め に 、

幼 稚 園 や 学 校 、 家 庭 、 地 域 、 関 係 機 関 の 連 携 し た 取 組 み を 推 進 し ま

す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項 目 平 成 2６ 年 度 実 績 （H25 現 況 ） 平 成 32 年 度 目 標

・全 国 体 力・運 動

能 力、運 動 習 慣 等

調 査 の 合 計得 点

     魚 津 市   富 山 県

小 5 男 子 54.87   55.22

小 5 女 子 55.94   56.38

中 2 男 子 43.57   43.27

中 2 女 子 46.51   49.20

・す べて の 学 年 男 女

で 富 山 県 の 得 点 を

上 回 る
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施策 ４ 学びを支える教育環境の推進

１．安全・安心な学校施設の充実

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 子 ど もた ち が 、 安 全 ・ 安 心 な 学校 で 快 適 に 学ん で い ま す 。

○ 災 害 発 生 時 に は 、 地 域 住 民 の 応 急 避 難 所 と し て 、 重 要 な 役 割 を 担 っ て

い ま す 。

○ 修 繕 計画 に 基 づ き 、 学 校 施 設 の適 切 な 維 持 管理 が 行 わ れ て い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

学 校 施 設 の 耐 震 化 を は じ め 、 防 犯 対 策 、 老 朽 化 、 バ リ ア フ リ ー 化 、

情 報 化 、 多 様 な 学 習 活 動 へ の 対 応 、 環 境 へ の 配 慮 な ど 、 様 々 な 課 題 に

対 処 し 、より 効 率 的 に 適 切 な 学 校 施設 の 維 持・管 理 を 図 っ て い き ま す 。

◆ 施策の展開 ◆

１ 学校施設の耐震補強の推進

非 構 造 部 材 の 耐 震 化 も 含 め 、 安 全 ・ 安 心 な 学 校 機 能 の 維 持 に 努 め ま

す 。

２ 防災拠点施設の推進

市 内 全 て の 小 中 学 校 は 、 災 害 発 生 時 の 避 難 所 に 指 定 さ れ て い ま す 。

市 防 災 担 当 課 と 連 携 し 、 学 校 施 設 の バ リ ア フ リ ー 化 や 災 害 備 蓄 倉 庫 の

設 置 な ど 、地 域 の 防 災 拠 点 施 設 と して 整 備 し て いき ま す 。

３ 普通教室への冷房設備の導入

夏 季 期 間 に お け る 子 ど も た ち の 学 習 環 境 改 善 の た め 、 中 学 校 に 引 き

続 き 、 統 合 に 合 わ せ て 市 内 小 学 校 の 全 て の 普 通 教 室 に 冷 房 設 備 を 導 入

し ま す 。



- 17 -

◆非構造部材の耐震化◆

～吉島小学校～

４ 学校施設の適正な維持管理

安 全 ・ 安 心 な 学 校 施 設 を 維 持 す る た め に は 、 適 切 な 維 持 管 理 が 求 め

ら れ ま す 。 各 学 校 の 安 全 計 画 に 基 づ き 、 学 校 の 施 設 及 び 設 備 の 安 全 点

検 を 適 切 に 行 う と と も に 、 児 童 生 徒 の 安 全 の 確 保 を 図 る た め 、 随 時 対

応 し 、 施 設を 長 期 間 に わ た っ て 使 用で き る よ う 努め ま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 H26 年 度 実 績 H32 年 度 目 標

・ 普 通 教 室の 冷 房 化 率 ３ １ ． ５ ％ ７ ７ ． ４ ％
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片貝・吉島・西布施小学校統合準備会

２．小学校の規模の適正化

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 子 ど も た ち が 、 学 校 で の 集 団 生 活 を 通 し て 、 協 調 や 対 立 、 共 感 や 反

発 な ど の 多様 な 人 間 関 係 を 体 験 し 学び な が ら 、社 会 性や 集 団 性 を 培 い、

成 長 を 遂 げて い ま す 。

○ 教 員 が お 互 い に 連 携 し 、 指 導 計 画 や 評 価 、 教 材 研 究 等 が 行 わ れ 、 円

滑 に 学 校 運営 が 行 わ れ て い ま す 。

○ 子 ど も た ち が 、 地 域 の 人 た ち と と も に 様 々 な 地 区 行 事 に 参 加 し て い

ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

平 成 26 年 ３ 月 に 策 定 し た 「 魚津 市 学 校 規 模 適 正化 推 進 計 画 」 に 掲

げ る 目 標 年 度 に 向 け て 、 小 学 校 の 統 合 を 進 め ま す 。 ま た 、 統 合 を 円 滑

に 進 め る た め 、 地 域 や 保 護 者 の 代 表 で 構 成 さ れ る 「 統 合 準 備 会 」 な ど

を 通 し て 関係 者 の 意 見 を 聴 き な が ら計 画 を 進 め ると と も に 、「 準 備 会 だ

よ り 」 な どで 協 議 内 容 を 地 域 や 保 護者 の 皆 さ ん に周 知 し ま す 。

♢ 統 合 準 備 会 ♢

  

   小 学 校 統 合 に あ た っ て は 、 校 名 、

校 歌 、 校 章 を 新 た に 制 定 す る ほ か   

学 校 運 営 に関 す る こ と や 制 服 、体 操

服 な ど の 学 校 指 定 品 に 関 す る こ と 、

ス ク ー ル バ ス の 運 行 や 新 た な 通 学

路 の 指 定 など 、い ろ い ろ な こ とを 検

討 し 、 調 整す る 必 要 が あ り ま す 。

  統 合 準備 会 は 、学 校 や 保 護 者、地

域 の 代 表 者 な ど で 構 成 さ れ 、 新 た

な 統 合 校 へ の 円 滑 な 移 行 の 推 進 を

目 的 と し 、 様 々 な 検 討 事 項 を 協 議

し ま す 。
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◆ 施策の展開 ◆

１ 統合前の事前交流の実施

宿 泊 学 習 や 遠 足 な ど の 学 校 行 事 を 通 じ て 、 関 係 校 同 士 の 交 流 の 機 会

を 設 け 、 子 ど も た ち の 新 た な 交 流 関 係 が 円 滑 に 広 が っ て い く よ う に す

る と と も に 、 保 護 者 や 教 員 、 地 域 の 方 々 も 含 め た 交 流 が 活 発 化 す る よ

う 努 め て いき ま す 。

２ きめ細かな教育の充実

学 校 の 統 合 に よ っ て 、 一 定 の 教 職 員 を 確 保 す る こ と が で き る こ と か

ら 、 個 々 の 子 ど も た ち の 理 解 や 習 熟 の 程 度 に 応 じ た テ ィ ー ム ・ テ ィ ー

チ ン グ や 少人 数 指 導 な ど 、 き め 細 かな 教 育 を 充 実し て い き ま す 。

３ 新しい校名、校歌、校章の制定

統 合 校 は 、 新 た な 学 校 の 開 設 と 位 置 づ け 、 校 名 や 校 歌 、 校 章 は 全 て

新 し く 制 定 し ま す 。 ま た 、 制 定 す る 際 は 、「 統 合 準 備 会 」 に て 保 護 者 、

地 域 の 代 表者 、 学 校 な ど の 関 係 者 で協 議 し て い くこ と と し ま す 。

４ スクールバスの導入

統 合 後 、 通 学 距 離 が お お む ね ３ キ ロ メ ー ト ル 以 内 に つ い て は 、 原 則

徒 歩 に よ る 通 学 と し ま す が 、 通 学 路 の 安 全 確 保 や 地 理 的 な 事 情 か ら ス

ク ー ル バ ス の 必 要 性 が 非 常 に 高 い と 考 え ら れ る 場 合 は 、 例 外 的 に バ ス

の 導 入 を 検討 し ま す 。 ま た 、 通 学 区域 の 弾 力 化 も検 討 し て い き ま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 H26 年 度 実 績 H32 年 度 目 標

・小 学 校 の 適正 規 模 数 の 割 合 ２ ５ ％ ８ ０ ％
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３．学びのセーフティーネットの構築

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 全 て の 児 童 生 徒 が 、 家 庭 の 経 済 状 況 に よ ら ず 等 し く 教 育 を 受 け て い ま

す 。

○ 保 護 者 が も つ 教 育 に 関 す る 悩 み に つ い て 、 必 要 な 助 言 が 行 わ れ て い ま

す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

家 庭 の 経 済 状 況 等 に よ り 、 意 欲 あ る 子 ど も た ち の 学 習 機 会 が 損 な わ

れ な い よ う 、 必 要 な 支 援 を 引 き 続 き 実 施 し て い き ま す 。 ま た 、 子 ど も

や 保 護 者 が 抱 え る 教 育 に 関 す る 問 題 に つ い て 、 相 談 し や す い 環 境 を 整

え る と と も に 、 関 係 機 関 等 と 連 携 し な が ら 、 悩 ん で い る 保 護 者 の 情 報

の 共 有 と 支援 策 の 検 討 ・ 提 供 を 行 って い き ま す 。

◆ 施 策 の 展 開 ◆

１ 就学援助と奨学金貸与制度の実施

小 中 学 校 に お い て は 、 経 済 的 困 難 を 抱 え る 家 庭 に 対 し て 就 学 援 助 等

引 き 続 き 実 施 し 、 教 育 を 受 け る 機 会 を 確 保 し て い き ま す 。 ま た 、 高 校

や 大 学 等 へ の 進 学 の た め 、 奨 学 資 金 の 貸 与 も 引 き 続 き 実 施 し て い き ま

す 。

２ 関係機関等との連携した支援

非 行 や ひ きこ も り 、家 庭 内 Ｄ Ｖ と い っ た 様 々 な 問題 に 対 応 す る た め、

関 係 機 関 等 と 情 報 を 共 有 し 対 応 策 の 検 討 を 行 い 、 悩 み を 抱 え る 子 ど も

や 保 護 者 に対 し て 適 切 な 助 言 や 支 援策 を 提 供 し ます 。

３ 教育相談に関する開かれた窓口

経 済 的 な 理 由 を は じ め 、 子 育 て に 関 す る 悩 み な ど 多 岐 に わ た る 教 育

に 関 す る 問 題 に つ い て 、 保 護 者 が 相 談 し や す い 開 か れ た 窓 口 と な る よ

う 努 め て いき ま す 。
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施策 ５ ふれあい豊かな生涯学習の推進

１．公民館での教育力の向上

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 子 ど も た ち が 地 域 の 中 で 、 人 ・ 歴 史 ・ 文 化 ・ 自 然 と ふ れ あ い 、 心 豊 か

で 健 や か に成 長 し て い き ま す 。

○ 子 ど も た ち が 、 地 域 の 伝 統 行 事 ・ 地 域 お こ し ・ 社 会 奉 仕 な ど の 活 動 を

通 じ て 、 多く の 人 々 と 交 流 し 、 健 全な 社 会 性 を 育ん で い ま す 。

○ 子 ど も た ち の 育 成 に 携 わ る 方 々 み ん な で 、 子 育 て 支 援 の ネ ッ ト ワ ー ク

づ く り が 進め ら れ て い ま す 。

○ 地 域 住 民 が 、 公 民 館 の 事 業 や 活 動 を 通 じ て 、 教 養 を 高 め な が ら 、 よ り

良 い 社 会 人と な る よ う 人 材 の 育 成 が進 め ら れ て いま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

公 民 館 で は 、 学 び を 通 じ て 心 の 豊 か さ を 養 う た め 、 子 ど も か ら 高 齢

者 ま で 幅 広 い 世 代 の 人 々 が 集 ま り 、 多 彩 な 活 動 を 展 開 し て い ま す 。 特

に 、 小 学 生 の 子 ど も た ち を 対 象 と し た 放 課 後 子 ど も 教 室 の 一 層 の 充

実 ・ 拡 充 に努 め て い き ま す 。

ま た 、 公 民 館 は 学 び の 場 で あ る だ け で な く 地 域 住 民 の 集 い の 場 と し

て 機 能 し て い ま す 。 子 ど も た ち と 地 域 住 民 が 、 伝 統 行 事 ・ 地 域 お こ し

や 社 会 奉 仕活 動 な ど を 通 じ て 、 交 流で き る よ う 支援 し て い き ま す 。

◆ 施 策 の 展 開 ◆

１ 公民館活動振興事業

身 近 な 学 び の 場 で あ る 公 民 館 で 異 世 代 交 流 事 業 、 女 性 セ ミ ナ ー 、 高

齢 者 学 級 な ど の 公 民 館 教 室 を 開 設 し 、 住 民 の 集 い と 学 び を 地 域 の 教 育

環 境 の 充 実に つ な げ て い き ま す 。
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２ 放課後子ども教育事業

小 学 生 を 対 象 に 、 放 課 後 や 休 日 を 利 用 し て サ ー ク ル 活 動 や 地 域 住 民

と の 交 流 活 動 を 推 進 し ま す 。 ま た 、 子 ど も た ち が よ り 有 意 義 な 土 曜 日

を 過 ご せ る よ う に 、 地 域 の 人 材 を 活 用 し た 活 動 等 を 公 民 館 に お い て 展

開 し 、 地 域の 教 育 力 の 向 上 を 図 っ てい き ま す 。

３ 学校統合後の施設等の利活用

学 校 統 合 後 の 学 校 施 設 等 は 、 公 民 館 機 能 を 有 す る 地 域 の 拠 点 施 設 と

し て 活 用 す る こ と を 基 本 方 針 と し て い ま す 。 市 は 、 具 体 的 な 活 用 方 法

に つ い て 、地 域 住 民 と 協 議 し な が ら進 め て い き ます 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 H26 年 度 実 績 H32 年 度 目 標

・ 地 区 公 民館 利 用 者 数 131,500 人 132,000 人

「 地 域 異 世 代 交 流 事 業 」 と

は 、 核 家 族 化 が 進 展 す る 少 子

高 齢 社 会 に お い て 、 地 域 の 子

ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 異 な る

世 代 が 交 流 し な が ら 、 地 域 の

伝 統 文 化 等 を 継 承 す る こ と や

地 域 の 絆 を 深 め る こ と を 目 的

と し た 事 業で す 。

  こ の 事業 は 、 市 内 13 地 区

全 て の 公 民 館 で 行 っ て お り 、

地 区 の 特 色 を 生 か し た 活 動 を

展 開 し て いま す 。

◆ 地 域 異 世代 交 流 事 業 ◆

村木公民館 ～ ご幣づくり ～
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２．生涯を通じた学びの推進

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 市 民 が 、 生 涯 に わ た り 、 そ れ ぞ れ の ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 学 び を 行

っ て い ま す。

○ 生 涯 学 習 関 連 施 設 間 で 情 報 交 換 が 行 わ れ 、 連 携 を 取 り な が ら 事 業 が 展

開 さ れ て いま す 。

○ 新 川 学 び の 森 天 神 山 交 流 館 は 、 生 涯 学 習 の 拠 点 施 設 と し て 、 ま た 、 音

楽 を 中 心 とし た 芸 術 ・ 文 化 活 動 の 場と し て 活 発 に利 用 さ れ て い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

あ ら ゆ る 世 代 の 市 民 が 、 そ れ ぞ れ の 目 的 や 社 会 の 新 た な 課 題 に 応 じ

て 自 由 に 学 び の 場 や 機 会 を 選 択 し 、 生 涯 に わ た り 、 い つ で も 、 ど こ で

も 自 己 実 現 に 向 け た 学 習 が で き る よ う 、 学 び 続 け る 環 境 づ く り と 地 域

の 教 育 力 の向 上 に 努 め ま す 。

◆ 施 策 の 展 開 ◆

１ 多様な学習機会の提供

あ ら ゆ る 機 会 を と ら え て 市 民 の 学 習 ニ ー ズ を 把 握 し 、 世 代 に 応 じ た

魅 力 的 な 教室 を 開 催 す る な ど 多 様 な学 習 の 機 会 を提 供 し ま す 。

２ 生涯学習施設の連携・情報の提供

生 涯 学 習 フ ェ ス テ ィ バ ル の 開 催 な ど に よ り 、 学 習 の 意 欲 向 上 を 図 る

と と も に 、 多 く の 市 民 に 関 心 を 持 っ て も ら え る よ う な 環 境 づ く り に 努

め ま す 。 ま た 、 市 内 の 生 涯 学 習 関 連 施 設 と の 情 報 交 換 を 行 い 、 連 携 を

取 り な が ら事 業 を 展 開 し ま す 。

３ 社会教育団体の育成と支援

地 域 の 人 材 や 資 源 を 活 か し た 取 り 組 み を 進 め る た め 、 青 少 年 教 育 、

女 性 教 育 、 成 人 教 育 団 体 等 の 育 成 と 、 各 団 体 と 連 携 ・ 協 力 し な が ら 生

涯 学 習 の 担い 手 づ く り に 努 め ま す 。
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◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 H26 年 度 実 績 H32 年 度 目 標

・自 ら 生 涯学 習 に 取 り 組

ん で い る 市民 の 割 合
２ ２ ． ２ ％ ２ ５ ． ０ ％

魚 津 市 生 涯 学 習 教 室 受 講 生 や

教 室 終 了 後 、受講 生 が 作 っ た サ ー

ク ル の 成 果発 表 の 場 と し て 、平 成

６ 年 か ら 毎年 ３ 月 に「 生 涯 学 習 フ

ェ ス テ ィ バル 」を 開 催 し て い ま す。

平 成 ２ ６ 年度 は 、作 品 展 示 と し

て 、写 真 、和 布 こ も の、簡 単 手 芸 、

絵 画 、絵 手 紙 、華 道 、押 絵 の ７ 教

室 １ ６ ５ 人が 展 示 し ま し た 。

ま た 、 コ ー ラ ス 、 マ ン ド リ ン 、

ギ タ ー 、民 謡 、中 国 語 会 話 、フ ラ

ダ ン ス 、お 茶 席の ５ 教 室 １ ３ ６ 人

が ス テ ー ジ発 表 を 行 い ま し た 。

◆絵手紙教室体験コーナー◆

◆コーラス友の会◆

♢ 生涯 学習 フェスィテ バル ♢
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３．図書館機能の充実と読書活動の推進

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 多 く の市 民 が 生 涯 学 習 の 場 と して 図 書 館 を 活用 し て い ま す 。

○ 家 庭 や 地 域 、 学 校 が 連 携 し 、 常 に 子 ど も た ち の 身 近 に 本 が あ る 環 境 が

整 い 、 子 ども た ち の 読 書 活 動 が 積 極的 に 推 進 さ れて い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

市 民 が 教 養 を 高 め る 施 設 と し て 図 書 館 機 能 を 強 化 す る と と も に 、 子

ど も か ら 大 人 ま で 市 民 が 気 軽 に 集 い 、 憩 え る 施 設 と し て 環 境 整 備 に 努

め ま す 。

◆ 施 策 の 展 開 ◆

１ 地域資料の収集と活用

魚 津 市 に 関 わ り の あ る 資 料 を よ り 積 極 的 に 収 集 し 、 市 史 編 纂 業 務 を

行 う と と もに 、 貴 重 な 資 料 を 整 備 し、 活 用 し ま す。

２ 図書館ボランティアの育成と支援

新 た な 図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 に 努 め る と と も に 、 ボ ラ ン テ ィ ア

が 活 動 し やす い 環 境 づ く り に 努 め ます 。

３ レファレンスサービスの充実

市 民 ニ ー ズ に 沿 っ た 特 色 あ る 図 書 館 運 営 に 努 め る と と も に 、 レ フ ァ

レ ン ス サ ー ビ ス の 充 実 と 、 職 員 研 修 に よ り 資 質 向 上 に 努 め 、 市 民 の 要

望 に 迅 速 かつ 的 確 に 対 応 で き る よ う努 め ま す 。

４ 子どもの読書活動の推進

魚 津 市 子 ど も 読 書 活 動 推 進 計 画 に 基 づ き 、 常 に 子 ど も た ち の 身 近 に

本 が あ る 環 境 づ く り を 進 め 、 児 童 ・ 生 徒 の 発 達 段 階 に 沿 っ た 取 り 組 み

を 行 い 、 読書 習 慣 を 確 立 さ せ る よ うに 努 め ま す 。
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５ 学校図書館司書との連携

学 校 図 書 館 司 書 と 連 携 、 協 力 を 図 り 、 学 校 図 書 館 の 必 要 と す る 資 料

を 把 握 す る と と も に 、 蔵 書 を 充 実 さ せ ま す 。 ま た 、 授 業 の カ リ キ ュ ラ

ム に 合 わ せた 資 料 を 貸 し 出 し ま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 平 成 ２ ６ 年度 実 績 平 成 ３ ２ 年度 目 標

図 書 館 の 入館 者 数 217,549 人 230,000 人

図 書 個 人 貸出 冊 数 310,767 冊 325,000 冊

  ♢ 図 書 館 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 動 か ら ♢

                  ～ は じ め て の 絵 本 事業 ～
                     （ ブ ッ ク ス タ ー ト ）

                  

健 康 セ ン ター で 行 わ れ る 新 生 児 の

４ か 月 健 診時 に は 、 ボ ラ ン テ ィ ア の

皆 さ ん が 、赤 ち ゃ ん と 保 護 者 に 絵 本

を 読 み 聞 かせ る と と も に 、 そ の 絵 本

や 子 育 て に関 す る 情 報 が 入 っ た ブ ッ

ク ス タ ー ト・ バ ッ ク を プ レ ゼ ン ト し

ま す 。

赤 ち ゃ ん と保 護 者 が 絵 本 を 介 し て

触 れ 合 う き っ か け を つ く っ て い ま す 。

♢ レ フ ァ レ ン ス サ ー ビ ス ♢

レ フ ァ レ ンス サ ー ビ ス と は 、図書

館 に あ る 資料 を 使 い 、利 用 者 の 調 べ

も の を サ ポー ト す る サ ー ビ ス で す 。

図 書 館 は「 本 を 借 りる 場 所 」だ け

で な く 、レ フ ァ レ ンス サ ー ビ ス も 本

の 貸 し 出 し と 同 様 に 基 本 的 な 図 書

館 サ ー ビ スの ひ と つ で す 。
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４．博物館機能の充実と適正管理

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 常 設 展示 の 見 直 し や 特 色 あ る 特別 展・企 画 展の 開 催 が 行 わ れ て い ま す。

○ 体 験 や 学び を 重 視 し た 活 動 が 行 われ て い ま す 。

○ WEB サ イ トや 出 版 を 活 用 し た 情 報 発 信 や 、生 涯 学習 施 設 等 の 連 携 が 進

み 、 リ ピ ー タ ー を 含 め 多 く の 人 が 生 涯 学 習 の 場 と し て 博 物 館 を 利 用 し て

い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

魚 津 歴 史 民 俗 博 物 館 、 魚 津 埋 没 林 博 物 館 、 魚 津 水 族 博 物 館 が 連 携 し

て 、 魚 津 の 歴 史 や 文 化 、 地 域 資 源 を 活 か し た よ り 魅 力 あ る 博 物 館 を め

ざ し て 、 企 画 や 展 示 の 充 実 と 施 設 整 備 を 行 い ま す 。 ま た 、 ア ウ ト リ ー

チ 活 動 を 積 極 的 に 行 い 、 情 報 発 信 と 体 験 を 重 視 し た 普 及 活 動 を 進 め ま

す 。

◆ 施 策 の 展 開 ◆

１ 特色ある常設展示の整備及び特別展・企画展の開催

来 館 者 が 満 足 す る 常 設 展 示 の 整 備 や 、 魅 力 を 感 じ る テ ー マ の 様 々 な

特 別 展 等 を継 続 的 に 実 施 し ま す 。

２ 地域資源を活かした体験教室

地 域 の 歴 史 や 自 然 に こ だ わ っ た 博 物 館 の 特 色 を 活 か し て 、 ア ウ ト リ

ー チ 活 動 な ど 、 子 ど も か ら 大 人 ま で を 対 象 に 体 験 を 重 視 し た 普 及 活 動

を 行 い 、 魚 津 の 魅 力 に 対 す る 理 解 促 進 と 、 ふ る さ と へ の 愛 着 心 の 高 揚

を 図 り ま す。

３ 博物館情報の発信

博 物 館 に 対 す る 興 味 ・ 関 心 を 高 め て も ら う た め 、 広 報 誌 や ホ ー ム ペ

ー ジ を 充 実さ せ 、WEB サ イ ト や 報道 機 関 等 を 通 じて 積 極 的 に 情 報 発 信

を 行 い ま す。
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◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 平 成 ２ ６ 年度 実 績 平 成 ３ ２ 年度 目 標

・魚 津歴 史 民 俗 博 物 館 の 入 館者 数 ６ ， ５ ０ ２人 ７ ， ０ ０ ０人

・ 魚 津 埋 没林 博 物 館 の 入 館 者 数 ３ ２ ， ８ ３３ 人 ５ ０ ， ０ ００ 人

・ 魚 津 水 族博 物 館 の 入 館 者 数 １ ４ ４ ， ９９ １ 人 １ ５ ０ ， ００ ０ 人

・３ つの 博 物 館 の 企 画 展 と 学習 会

の 開 催 回 数
２ ９ 回 ４ ０ 回

  

  美 術 館の 職 員 が 館 外 で 行 う 活 動を 「 ア ウ ト リー チ 活 動 」 と 言 い ま す 。

  魚 津 水族 館 で は 、自 然 観察 や 生 物 採 集 な ど を通 じ て 、子 ど も たち が

身 近 な 自 然や 生 物 に 興 味・関心 を 持 て る よ う、職 員 が 直 接 学 校 な どに

出 向 い て 一緒 に 活 動 を 行 っ て い ま す 。こ の よ う なア ウ ト リ ー チ 活 動 を

平 成 １ ９ 年度 か ら 始 め 、 以 降 様 々 な企 画 を 行 っ てい ま す 。

  

                 

水 族 館 で は 、絶 滅 に ひ ん し て い る 地 元 産 メ ダ カ「 魚 津 の メ ダ カ 」の 保 全 と 教

材 活 用 を 行 う た め 、 小 学 校 の 池 な ど で 、 メ ダ カ の 繁 殖 を 試 み て い ま す 。

学 校 で 繁 殖 し た メ ダ カ は 、理 科 教 材 と し て 活 用 さ れ 、池 を 持 た な い 小 学 校 に

は 、数 多 く 繁 殖 し た 池 か ら 配 布 し て い ま す 。観 察 が 終 わ っ た ら 再 び も と の 池 に

戻 し て 、地 元 産 の メ ダ カ を 保 全 す る と と も に 、次 の 世 代 へ と 命 を 繋 ぐ 大 切 さ を

伝 え て い ま す 。

  

魚津水族館水槽クリニック
～ 魚津のメダカ編 ～

                          

♢ ア ウ ト リ ー チ 活 動 ♢
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施策 ６ 豊かな心を育む芸術文化活動の推進

１．芸術文化活動の継承と振興

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 生 活 に ゆ と り と 潤 い を 与 え る 文 化 活 動 に よ り 、 豊 か な 心 を 持 っ た 市 民

が 増 え 、 魅力 あ る 地 域 づ く り が 行 われ て い ま す 。

○ 伝 統 文 化 が 継 承 さ れ 、 市 民 が 郷 土 の 伝 統 と 文 化 に 誇 り を 持 ち 、 地 域 に

愛 着 を 持 って 暮 ら し 続 け て い ま す 。

○ 貴 重 な 文 化 財 を 保 護 ・ 継 承 す る と と も に 、 新 た な 指 定 や 登 録 等 を 目 指

し て 調 査 や手 続 き を 進 め て い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

ふ る さ と へ の 誇 り と 愛 着 を 持 っ た 市 民 を 増 や し 、 魅 力 あ る 地 域 づ く

り を 進 め る た め 、 多 様 な 芸 術 ・ 文 化 活 動 を 積 極 的 に 支 援 し 、 幅 広 い 芸

術 ・ 文 化 の振 興 を 図 っ て い き ま す 。

ま た 、 貴 重 な 伝 統 文 化 の 継 承 や 文 化 財 の 保 護 の た め 、 歴 史 や 文 化 の

紹 介 な ど 幅 広 く 市 民 の 理 解 を 深 め る 啓 発 活 動 を 行 い 、 同 時 に 未 調 査 の

文 化 財 に 関し て は 、 早 急 に 検 証 し 、保 護 ・ 保 全 を進 め て い き ま す 。

◆ 施 策 の 展 開 ◆

１ 芸術・文化活動の推進

新 川 文 化 ホ ー ル や 新 川 学 び の 森 天 神 山 交 流 館 な ど 恵 ま れ た 文 化 施 設

を 活 用 し て 、 子 ど も の 頃 か ら 美 術 や 音 楽 な ど の 優 れ た 芸 術 文 化 に 触 れ

る 機 会 を 増や し ま す 。

２ 文化活動団体等との連携

市 内 の 文 化 関 係 団 体 と の 連 携 を 図 り 、 市 民 文 化 祭 や 美 術 展 の 開 催 な

ど を 支 援 す る と と も に 、 新 た な 活 動 や 若 い 世 代 を 応 援 す る な ど 、 芸 術

や 文 化 の 振興 を 図 り ま す 。
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３ 文化財の保護・継承

地 元 住 民 の 減 少 や 高 齢 化 な ど に よ り 、 国 の 重 要 無 形 民 俗 文 化 財 「 魚

津 の タ テ モ ン 行 事 」 な ど 民 俗 文 化 財 の 保 護 ・ 継 承 が 難 し く な っ て き て

い ま す が 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 や 情 報 発 信 な ど に よ り 、 伝 統 文 化 を 保

存 ・ 継 承 する 人 材 の 育 成 や 確 保 に 努め て い き ま す。

４ 文化財の指定

指 定 や 登 録 等 を 目 指 す 文 化 財 に つ い て 、 早 急 に 調 査 ・ 検 証 を 行 い 、

開 発 や 破 壊 か ら 保 護 す る よ う 努 め ま す 。 ま た 、 体 験 学 習 や 歴 史 副 読 本

の 作 成 ・ 活 用 な ど を 通 し て 、 ふ る さ と 教 育 を 積 極 的 に 推 進 し 、 郷 土 に

誇 り と 愛 着を も っ た 子 ど も た ち を 育て ま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 平 成 ２ ６ 年度 実 績 平 成 ３ ２ 年度 目 標

・ 芸 術 文 化 活 動 に 触 れ 、 教 養

が 高 ま っ た と 感 じ る 市 民 の 割

合

３ ２ ． ５ ％ ３ ０ ． ０ ％

・ 郷 土 の 歴 史 や 伝 統 な ど が 継

承 さ れ 、 自 然 に 育 ま れ た 文 化

が 豊 か で あ る と 感 じ て い る 市

民 の 割 合

５ ６ ． ２ ％ ７ ０ ． ０ ％

♢ 文 化 財 保 護 の 取 組 ♢
       ～ 松 倉 城 郭 群 ～

富 山 県 最 大 級 の 規 模 を 誇 る 松 倉 城 及

び そ の 支 城 群 等 に つ い て 、 後 世 に 残 し

て い く た め 、 適 切 な 保 存 と 活 用 を 行 っ

て い ま す 。 さ ら に 、 市 民 が 文 化 財 へ の

関 心 や 地 域 へ の 愛 着 を 高 め る よ う 調

査 ・ 研 究 を 行 っ て い ま す 。

松倉城の本丸跡
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施策 ７
健やかな心と体をつくるスポーツ活動

の推進

１．生涯スポーツの推進

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 市 民 の 誰 も が 、 そ れ ぞ れ の 世 代 に 応 じ た 運 動 や ス ポ ー ツ を 主 体 的 、 継

続 的 に 楽 しん で い ま す 。

○ ス ポ ー ツ を 通 じ て 、 地 域 の 人 々 が 深 い 絆 で 結 ば れ た 一 体 感 や 活 力 あ る

地 域 社 会 が実 現 さ れ て い ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

市 民 の 誰 も が 、 い つ で も 、 身 近 な と こ ろ で ス ポ ー ツ を 継 続 し て 楽 し

め る よ う 、 各 世 代 に 応 じ た ス ポ ー ツ に 親 し む こ と が で き る 機 会 を 提 供

す る と と もに 、 環 境 を 整 備 し ま す 。

◆ 施 策 の 展 開 ◆

１ 各年代におけるスポーツ活動の機会の充実

市 民 の ス ポ ー ツ 活 動 の 定 着 を 目 指 し 、 市 民 が 参 加 し や す い イ ベ ン ト

や 各 世 代 に 応 じ た 各 種 運 動 や ニ ュ ー ス ポ ー ツ を 紹 介 す る イ ベ ン ト の 開

催 、 う お づ ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 祭 や 体 力 測 定 会 な ど の ス ポ ー

ツ 活 動 の 成果 を 発 揮 す る 機 会 の 充 実を 図 り ま す 。

」

２ 関係団体との連携

地 域 の ス ポ ー ツ 振 興 に 密 接 に 関 わ り を 持 つ 市 内 各 地 区 の 体 育 振 興 組

織 お よ び 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 組 織 の 育 成 と 、 そ れ ら と の 連 携

に よ り 様 々な 事 業 を 推 進 し て い き ます 。
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３ 啓発活動・情報提供の充実

市 民 が 自 主 的 に 継 続 で き る 運 動 や ス ポ ー ツ を 行 え る よ う な 、 ス ポ ー

ツ に 関 す る情 報 を 発 信 し 、 広 報 活 動の 展 開 に 努 めま す 。

４ 学校体育施設開放の推進

学 校 体 育 施 設 の 開 放 に よ る 利 用 を 促 進 す る と と も に 、 学 校 統 合 後 の

体 育 施 設 を地 域 住 民 が 引 き 続 き 利 用で き る よ う 準備 を 進 め ま す 。

４ 施設の整備と利用促進

老 朽 化 し た 温 水 プ ー ル は 、 建 て 替 え に 向 け た 準 備 を 進 め ま す 。 そ の

他 の 施 設 は計 画 的 な 改 修 を 行 い 利 用促 進 に 努 め ます 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 H26 年 度 実 績 H32 年 度 目 標

・成 人 のス ポ ー ツ 実 施 率

（ 週 １ 回 以上 、ス ポ ー ツ

を す る 成 人の 割 合 ）

３ １ ． ０ ％ ６ ０ ． ０ ％

     

     

Brisk Walking

（ブリスク ウォーキング）
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２．競技スポーツの推進

◆ め ざ す 姿 ◆

○ 選 手 層の 底 辺 の 拡 大 が 図 ら れ てい ま す 。

○ 指 導 者 の育 成 が 図 ら れ て い ま す 。

○ 国 際 的 に活 躍 す る 選 手 が 生 ま れ てい ま す 。

◆ 概 要 説 明 ◆

全 体 的 な 競 技 力 向 上 の た め に も 、 選 手 層 の 底 辺 の 拡 大 、 指 導 者 の 育

成 に 努 め 、 未 来 の オ リ ン ピ ッ ク 選 手 の 輩 出 を 目 指 し ま す 。 ま た 、 ジ ュ

ニ ア 選 手 の強 化 、育 成 に よ り 選 手 とし て 活 躍 し た子 ど も た ち が 、将 来 、

地 域 ス ポ ー ツ の 指 導 者 や 選 手 強 化 ス タ ッ フ と し て の 一 翼 を 担 う と い う 、

好 循 環 の 創出 を 目 指 し ま す 。

◆ 施 策 の 展 開 ◆

１ ジュニア指導、指導者研修の実施

小 中 学 生 を 中 心 と す る ジ ュ ニ ア ア ス リ ー ト や ジ ュ ニ ア の 指 導 者 を 対

象 と し た 講 習 会 の 開 催 に よ り 、 指 導 者 の 指 導 資 質 の 向 上 と 競 技 力 向 上

の 取 り 組 みを 支 援 し ま す 。

２ クラブ組織の育成

優 れ た 運 動 能 力 を 持 つ 子 ど も の 発 掘 と 一 貫 指 導 体 制 が 行 わ れ る よ う 、

競 技 団 体 やク ラ ブ 組 織 の 育 成 に 努 めま す 。

３ 運動部活動の活性化

外 部 指 導 者 を 派 遣 す る 中 学 校 部 活 動 活 性 化 事 業 な ど 、 地 域 の ス ポ ー

ツ 指 導 者 の活 用 を 図 り ま す 。
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４ 功労者の顕彰

魚 津 市 教 育 委 員 会 表 彰 及 び 魚 津 市 「 桑 山 」 ス ポ ー ツ 賞 の 表 彰 制 度 を

活 用 し 、 優 秀 な 選 手 や 指 導 者 の 功 績 を 称 え 顕 彰 す る こ と で 、 競 技 者 や

指 導 者 の 励み と な る よ う 努 め ま す 。

◆ 施 策 目 標 ◆

数 値 目 標 項目 H26 年 度 実 績 H32 年 度 目 標

・ 県 民 体 育大 会 （ 二 部 ）

の 順 位 （ １２ 郡 市 中 ）

一 般 ８ 位 一 般 ５ 位 以 内

中 学 ９ 位 中 学 ７ 位 以 内

中学部活動スポーツ指導者研修会


